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ALMAによって宇宙再電離期の銀河観測が盛んに行われ、再電離期の銀河は [O iii] 88 µmと [C ii] 158 µm
の光度比が高い ([O iii]/[C ii] = 3-20) ことが明らかになった。しかし、遠方銀河で得られるデータは限られて
いるため、光度比が高い理由は明らかにされていない。そこで本研究は、近傍宇宙に存在し、遠方銀河に似た [O
iii]/[C ii]を持ち多波長データが揃う Herschel Dwarf Galaxy Surveyの天体や低金属量だが [O iii]/[C ii]が低い
LITTLE THINGS Surveyの天体、我々が成層圏遠赤外線天文台を用いて新たにデータを取得した天体 Mrk54 を
用いて、[O iii]/[C ii]と他の物理量の相関の確立を目指した。Mrk54 は再電離を理解するために必要な電離光子
脱出率 (fesc) を直接観測している希少天体であり、[O iii]/[C ii]を再電離の物理に紐付けるために重要である。
前回の講演 (浦ら 2022年秋季年会R08a)では、観測から明らかにした [O iii]/[C ii]が大きい天体の特徴や [O

iii]/[C ii] から fesc を推定する式を紹介した。本講演では、これらに対する新たな議論に加え、Mrk54の [O iii]
と [C ii]のそれぞれの輝線について、検出の尤もらしさや近傍及び遠方天体 (e.g., Herrera-Camus+2018)との比
較結果を報告する。


